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高等教育機関の学生における遠隔授業と面接授業期間の

ストレッサーとストレス反応

平川 武仁1・大庭 恵一2・山田 英生3 

1大阪体育大学，2一般科理系，3鳥羽商船高等専門学校 

 本研究の目的は遠隔授業期間における高等教育機関で学ぶ学生のストレッサーとストレス反応を明ら

かにすることを目的とした．ストレッサーとストレス反応を評価するために，35項目で構成された質問

紙を用いた．調査対象者は高等教育機関で学ぶ40名であり，2020年5月と10月に経験したトレッサ―とス

トレス反応について回答を求めた．これらの調査を2020年10月に実施し，回答率は90%であった．結果

は以下であった： 1）ストレス反応では，抑鬱，不安，怒り，情緒的混乱，身体疲労感で，2020年10月
よりも5月のほうが有意に高かった．ストレッサーでは，授業に関する4項目，他者との交流に関する3
項目，生活習慣に関する2項目，身体に関する1項目が2020年10月よりも5月のほうが有意に高かった．こ

れらの結果は，活動範囲の制限，同級生とのコミュニケーションの減少，遠隔授業の形態によって引き

起こされたストレッサーとストレスの因果関係を示唆している．

キーワード : 授業内容と運営の変化，同級生とのコミュニケーション，生活習慣

１．はじめに

2020年1月6日に，厚生労働省のホームページでの報道発

表一覧7）において「中華人民共和国湖北省武漢市における

原因不明肺炎の発生について」8）が掲載された．その後，

世界的に蔓延した新型コロナウィルス感染症（以下，

COVID-19と略す）は，欧米でのワクチン開発そして接種

を皮切りに，2021年2月17日から日本国内でも接種が始ま

った状況であるが，未だ収束の兆しがみえない（日本国内

では，本論文執筆中2021年4月25日に緊急事態宣言が発出

された時点で568,291人，NHK調べ）．COVID-19に対する

県境を跨いだ不要不急の移動の自粛など感染予防の行動

規制だけでなく，高等教育機関において，2020年3月24日
に文部科学省から日本国内の各高等教育機関に対する「令

和２年度における大学等の授業の開始等について（通知）」
18）による指針が出されて以来，感染拡大を防止するため15）

に，2020年度前期の授業において面接（対面）形式の授業

の開講を控え，インターネットを介した遠隔形式の授業

（オンディマンド配信型，双方向同時通信型など）を実施

せざるをえない状況に至った．これらは教育機関で学ぶ生

徒や学生だけでなく，教育に携わる人全てにおいて，

COVID-19感染を避け，健康さらには生命を保護する不可

欠な教育環境の対応策・措置であったが，学修習慣や生活

習慣の混乱が発生し6），従前の規則的な生活を送ることが

困難になっていた．

近年，小学校，中学校，高等学校だけでなく，大学など

の高等教育機関においても，アクティブラーニング9）を筆

頭として，生徒間あるいは学生間の協同の学びを実現する

授業になるように，教授内容を改善してきた経緯がある．

そのため，生徒や学生は協同の学びを中心とした面接授業

に慣れてきており，たとえ双方向同時通信型授業による小

グループでの討論の時間が設けられたとしても，授業に参

加している感覚が薄くなると思われる．この双方向同時通

信型やオンディマンド配信型授業は感染予防のために在

宅での受講とされる．そのため，家族と同居しながらも静

音な環境で受講することから，一人で室内に籠もってイン

ターネットを介した授業を受講することになり，遠隔型の

授業に順応できない，あるいはその授業形式をストレスに

感じている学生もいることが推測される．このように，従

前にない，これらの新奇の環境に遭遇することは，外界の

環境との関わりによる負荷，つまりストレス要因になりう

る境遇ともいえる．先行研究27）においては，このストレ

ス要因はストレッサーと呼ばれ，人間のストレス反応を引

き起こすものであることが明らかにされてきている．

尾関24）によれば「ストレス（stress）は，もともとは物

理学用語で外的な圧力の負荷がもたらす歪みという意味」

であり，Selye27）が医学分野に導入し社会と人間の多様な

現象に適用した，とされる．またSelye27）は，身心の適応
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能力に対して要求される刺激をストレッサーとして，その

刺激によって引き起こされる身心の緊張状態をストレス

とした．そして，このストレスが，個人に様々な身心の反

応を引き起こし，個々人のストレス反応として表出する． 
ストレスは，外界のストレッサーとなる刺激を受けて，ス

トレスを受けた個人が認知的に評定し，その後ストレス反

応を低減する対処方略を経て，心理的にストレス反応とし

て表れる過程によって，個人が不適応状態に至る過程であ

る10）．つまり，個人が経験した刺激が，認知的な評定にお

いてストレス過多であった場合，ストレッサーとなる．こ

のストレッサーへの対処法略をとり，その対処が失敗した

場合に情動反応を中心としたストレス反応となる．

特に，高等教育機関で学ぶ学生においては，生活面や学

業面での不適応がメンタルヘルスの問題に至ることが明

らかにされている25）．メンタルヘルスとは，谷口32）によ

れば「生き生きと自分らしく生きるための条件であり，具

体的には自分の感情に気づいて表現できること（情緒的健

康），状況に応じて適切に考え，現実的な問題解決ができ

ること（知的健康），他人や社会と建設的によい関係を築

けること（社会的健康）」と定義される．この点を踏まえ

ると，生活面や学業面でのストレス経験がメンタルヘルス

の不調を引き起こす可能性があるといえる．そのため，こ

のストレス経験の原因となるストレッサーと，ストレス反

応を知ることが，この世代の若者のメンタルヘルスの状況

を把握するためにも肝要であるといえる．これまで，大学

生のストレスに繋がる原因であるストレッサーには「充実

感の乏しさ」などの因子が報告されている4）．2020年度初
頭の高等教育機関での教育内容では，学校行事の中止，学

内入校制限，遠隔授業実施のために，他の在学生との交流

の機会の欠如となり，良好な学修環境というよりも，スト

レッサーとなりうる環境に至っていることが懸念される．

つまり，面接授業よりも遠隔授業は，充実感が乏しくなる

可能性を十分孕んでおり，学生がストレスを抱えざるをえ

ない状況に遭遇していることは否めない．

さらに，ストレスによる影響や有害性の認知が精神的健

康に影響する12）ため，高等教育機関などの学校保健の一

部を担う体育・スポーツの授業においては，身心の健康教

育を務める立場にあり，在学生におけるストレッサーとス

トレス反応の実態を把握しておくことが，実技の授業を実

施して健康を管理する資質を育成することに加え，身心の

健康を管理する行動育成のために必要であろう．これは，

学校保健の現場においても，学生を取り巻く多くのストレ

スが身心への影響を無視することはできないことを意味

し，学生相談室の利用者増になってしまう可能性も孕んで

いる．本稿執筆時の2021年4月上旬の時点では，関西圏を

中心に，すでに第4波とも捉えられる感染再拡大に向き合

う状況にあるように，今後も感染状況が収束する見込みは

少ないように考えられ，学生の心理社会的な状況を明らか

にし，把握しておくことが，教育環境の整備の一助になる

と考えられる．

本研究は，高等教育機関に就学する大学生を対象に，

COVID-19によって遠隔授業となっていた期間における大

学生のストレス状況と，面接授業が徐々に再開されてきた

期間における大学生のストレス状況について，実際にスト

レッサーとして経験した出来事のうち心理的負担に感じ

た出来事と，その当時のストレス反応を明らかにする．こ

のことにより学生の精神的健康を把握し，授業改善の一助

となる知見を得ることを目的とした．

２．方法

（1）調査対象 

高等教育機関に就学する学生であり，体育・スポーツの

実技を受講する学生40名（男性6名，女性34名）を調査対

象とした．2020年10月に調査を実施し，授業開始前と終

了後に，任意で回答する調査用紙で協力を得た．回収率は

90%（男性5名，女性31名）であった． 

（2）倫理的配慮 

 研究上の倫理についての説明を，口頭および書面にて実

施した．調査の趣旨，調査への協力は任意であり，途中で

回答をやめることも可能であること，回答を途中で止めて

も不利益は発生しないこと，データは匿名化されており，

結果は平均値化した上で統計的に処理されること，個人情

報を厳重に保護することを伝え，研究倫理上の配慮を十分

行った上で，同意を得た者に対して調査を実施した．

（3）調査用紙 

調査用紙は無記名であり，性別，年齢，家族との同居の

有無，回答者による任意の3桁の数字，で構成した．任意

の3桁の数字は，後述の調査票Aと調査票Bについて，授業

前後での回答の比較をするためのIDとして利用するもの

であり，匿名性が保証される形式で調査された．

ストレス尺度とストレッサー尺度では，大学生用ストレ

ス自己評価尺度24）の調査票のうちの「ストレス反応尺度」

（調査票A，35項目）と「ストレッサー尺度」（調査票B，

35項目）を用いた．授業の前後で調査を実施したため，授

業がストレス解消になって調査票AとBに影響している可

能性を確認する目的で，質問項目「今日の授業は，ストレ

ス解消になった」についても，授業後に調査票AとBに併

せて回答を求めた．

調査票Aと授業に関する調査用紙は，「あてはまらない」，

「ややあてはまる」，「かなりあてはまる」，「非常にあては

まる」の4件法（0から3点），調査票Bは「体験なし」，「な

んともなかった」，「ややつらかった」，「かなりつらかった」，
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「非常につらかった」の5件法（0から4点）で回答するも

のであった．

（4）分析 

ストレス反応尺度は各因子が5項目で構成されており，

情緒的反応3因子「抑うつ（悲しい気持ちだ，さみしい気

持ちだ，気分が落ち込み沈む，泣きたい気分だ，心が暗い），

不安（びくびくしている，恐怖感をいだく，重苦しい圧迫

感を感じる，不安を感じる，神経がピリピリしている），

怒り（いらいらする，不愉快な気分だ，不機嫌で怒りっぽ

い，憤まんがつのる，怒りを感じる）」，認知・行動的反応

2因子「情緒的混乱（仕事が手につかない，話や行動にま

とまりがないと思う，行動に落ち着きがない，頭の回転が

鈍く考えがまとまらない，根気がない），引きこもり（話

すことが嫌でわずらわしい，他人に会うのが嫌でわずらわ

しい，自分の殻に閉じこもる，人が信じられない，生きて

いるのが嫌だ）」，身体的反応2因子「身体的疲労感（身体

がだるい，体が疲れる，脱力感がある，動作が鈍い，頭が

重い），自律神経系の活動亢進（呼吸が苦しくなる，動機

がする，胸部がしめつけられる，耳鳴りがする，吐き気が

する）」であり，各因子各5項目の平均値を各因子に対する

個人の評価とした．統計的検定では，被験者内の二要因（半

年前・現在×7因子）分散分析した．事後検定では，

Bonferroni法による多重比較をした．ストレッサー尺度の

各項目では，半年前と現在の比較をするため，対応のある

t検定をした．授業前後で調査したため，運動に伴うスト

レス軽減の可能性を検定するため，質問項目「今日の授業

は，ストレス解消になった」の評価について，一標本のt
検定を実施し，「かなりあてはまる」（2点）と標本集団の

平均値の差があるかどうかを推定した．これらの統計的な

有意水準を5%とした．

４．結果 

（1）授業の前後での調査によるストレス軽減の有無 

質問項目「今日の授業は，ストレス解消になった」への

回答の平均とその標準偏差は，2.22±0.75であった．「かな

りあてはまる」（2点）との平均値の差があるかどうかを推

定するため，一標本のt検定の結果，有意差は認められな

かった（t(35)=1.78）． 

（2）ストレス反応 

ストレス評価の対象期間の要因（半年前，現在）におけ

る各ストレス要因での分散分析の結果，ストレス評価の対

象期間の要因（半年前，現在）の主効果（F（1,35）=18.51，
p<.01），ストレス要因（7要因）の主効果（F(6, 210）=11.35，
p<.01)，交互作用（F(6, 210)=3.65，p<.01）がそれぞれ有意

であった．

図1は，各ストレス因子の単純主効果の結果を示したも

のである．各ストレス因子では「自律神経系の活動亢進」

（半年前，現在の平均値±：標準偏差：0.23±0.45，0.12
±0.27）以外の因子で「現在」よりも「半年前」が有意に

高かった（抑鬱： 0.78±0.70，0.30±0.32，F(1, 35)=16.10，
p<.01；不安：0.77±0.64，0.28±0.32，F(1, 35)=25.25, p<.01；
怒り：0.51±0.55，0.14±0.30，F(1, 35)=17.29，p<.01；情

緒的混乱：0.59±0.73，0.29±0.41，F(1, 35)=7.52，p<.05；
引きこもり：0.46±0.58，0.21±0.36，F(1, 35)=7.11，p<.05；
身体的疲労感：0.61±0.72，0.30±0.39，F(1, 35)=6.89， 
p<.05）．ストレス評価の対象期間「半年前」には，「抑う

つ」，「不安」，「情緒的混乱」，「身体的疲労感」の4因子が

「自律神経系の活動亢進」よりも，さらに「抑うつ」，「不

安」の2因子が「引きこもり」よりも有意に高かった（p<.05）．
また，ストレス評価の対象期間「現在」では「抑うつ」，

「不安」，「情緒的混乱」，「身体的疲労感」の4因子が「自

律神経系の活動亢進」よりも，「抑うつ」，「情緒的混乱」，

「身体的疲労感」の3因子が「怒り」よりも有意に高かっ

た（p<.05）． 

図 1 各ストレス因子の平均と標準偏差．黒塗りの棒グラ

フは「半年前」，白塗りの棒グラフは調査当時「現

在」の平均値を示す．

（3）ストレッサー 

ストレス評価の対象期間の要因（半年前，現在）におけ
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るストレッサー計35項目の評価でのt検定の結果，両要因

の平均値に10項目の有意差が認められた．「課題や試験が

大変な授業を受けるようになった」（半年前，現在の平均

±標準偏差；1.69±1.43，0.86±0.76，t(35)=3.25，p<.01），
「自分の勉強，試験，卒業などがうまく進まない」（1.47
±1.28，0.80±0.79，t(35)=3.82, p<.01），「興味の持てない

授業を受けるようになった」（1.14±1.03，0.74±0.73，
t(35)=2.16，p<.05），「現在専攻している学問（分野）に対

する興味が失せた」（0.97±0.93，0.49±0.60，t(35)=2.92，
p<.01）など「授業」に関する4項目，「一人で過ごす時間

が増えた」（1.64±0.95，0.91±0.73，t(35)=3.74, p<.01），「い

っしょに楽しめる友人が減った」（1.11±1.02，0.51±0.69，
t(35)=3.11，p<.01），「家族の誰かと議論，不和，対立があ

った」（0.81±0.99，0.46±0.69，t(35)=2.41，p<.05）など「交

流」に関する3項目，「生活が不規則になった」（1.72±0.96，
0.94±0.86，t(35)=4.06, p<.01），「暇を持て余した」（1.42±
0.92，0.63±0.96，t(35)=3.64，p<.01）など「生活」に関す

る2項目，「体重が増えた」（0.89±0.99，0.46±0.77，
t(35)=2.30，p<.05）という「身体」に関する1項目のストレ

ッサーが，現在よりも半年前に有意に高かった．

５．考察 

本研究は，高等教育機関に就学する学生を対象に，

COVID-19感染予防によって自宅あるいは下宿等にて，イン

ターネットを使って受講する授業形式である遠隔授業の

期間と面接授業が再開された期間におけるストレス反応

とストレッサーを明らかにし，今後の授業に資する知見を

得ることを目的とした． 

（1）ストレス反応 

初等・中等教育に比べて，高等教育で学ぶ学生の生活習

慣は，自分自身で生活習慣を調整できる年代であるために

悪化傾向があるとされていること31）に加え，生命を脅か

し健康被害となるCOVID-19感染症を予防するために，新し

い生活様式を取り入ることが社会的にも推奨された．さら

には，1回目の緊急事態宣言後には，近所を散歩すること

だけでも精神的に憚られるステイホームの状況となり，外

出自粛による生活が続いていた．そのため，他者との社会

的関係の構築・維持をする機会も減少し，運動活動あるい

は交流によるメンタルヘルスの維持・調整が困難な身心状

況に至ってしまい，精神的不調となる事態28）になりかね

ない状況であった．そのため，高等教育機関に就学する学

生においては，この社会的状況，そして学修環境の劇的な

変化が，「自律神経系の活動亢進」以外の因子で，半年前

のストレス反応が高い，という結果に結びついていたと考

えられる．また，「自律神経系の活動亢進」でのストレス

反応が低かった点に関しては，調査対象者の生活環境やパ

ーソナリティに関連する可能性があり，今後，詳細な調査

に進展させていく必要があると考えられる． 

また，外出自粛生活となり，屋外に出かける機会や時間

が大幅に減少するだけでなく，通学あるいはアルバイトな

どによっても，運動行動の機会が激減した．さらに，運動

習慣や生活習慣の変化が精神的ストレスに関係している

こと29）を踏まえると，特に「悲しい気持ちだ，さみしい

気持ちだ，気分が落ち込み沈む，泣きたい気分だ，心が暗

い」といった抑うつ因子，「びくびくしている，恐怖感を

いだく，重苦しい圧迫感を感じる，不安を感じる，神経が

ピリピリしている」といった不安因子，「仕事が手につか

ない，話や行動にまとまりがないと思う，行動に落ち着き

がない，頭の回転が鈍く考えがまとまらない，根気がない」

といった情緒的混乱因子，「身体がだるい，体が疲れる，

脱力感がある，動作が鈍い，頭が重い」といった身体的疲

労感が，調査当時よりも半年前の遠隔授業の期間において

特に高い，という結果に結びついていると考えられる．こ

れらの因子は，生活習慣や運動不足の状況，さらには収束

する見通しがないCOVID-19に対する不安や情緒不安定で

あることを示唆しているだろう． 

さらに，「話すことが嫌でわずらわしい，他人に会うの

が嫌でわずらわしい，自分の殻に閉じこもる，人が信じら

れない，生きているのが嫌だ」といった引きこもり因子よ

りも，抑うつ因子と不安因子が高い，という結果は，スト

レッサーの結果での「一人で過ごす時間が増えた」「いっ

しょに楽しめる友人が減った」ことを認知していることが

示しているように，他者との交流を求め，面接授業による

修学だけでなく，余暇活動における友人とのコミュニケー

ションの機会，アルバイト等の活動，を渇望している可能

性を示しているだろう． 

そして調査当時には，抑うつ因子，情緒的混乱因子，身

体的疲労感因子よりも，「いらいらする，不愉快な気分だ，

不機嫌で怒りっぽい，憤まんがつのる，怒りを感じる」と

いった怒り因子が低く，半年前よりも調査当時の怒り因子

が低いという結果であった．例えば，文部科学省からの指

針として，初等・中等教育では，2020年3月から一斉休校

が実施されたが，緊急事態宣言下であっても，時差通学や

三密を避ける取り組み，夏期休業の短縮をして，学校での

面接授業による学修の機会を確保していた．一方で，高等

教育機関では2020年10月調査13）で示されていたように，

開講科目の半数以上が遠隔授業となっている大学も多く
14），学生の憤まんがストレッサーになっていた可能性も考

えられる．そのため，調査当時においては，面接授業が徐々

に再開16）19）され，情緒的に安定してきている兆しを示し

ていると考えられる．今後，遠隔授業と面接授業が並行し

て実施されるハイブリッドな学修環境が継続されていく

としても，就学者が精神的に安定して修学できる状況とな
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っていくことが期待される． 

（2）ストレッサーの特徴 

情動に関連する心理的ストレス・モデル22）に基づくと，

ストレッサーを経験した人には，そのストレッサーの強度

に応じて負の情動反応が発生するとされる．つまり，調査

当時よりも半年前のストレス反応においては，前節で考察

された結果である，抑うつ因子，不安因子，怒り因子，情

緒的混乱因子，引きこもり因子が高い，ということが示唆

するように，負の情動反応が発生していると考えられる．

さらに，この情緒的反応と認知・行動的反応だけでなく，

身体的疲労感因子も高い値であったことは，この社会的状

況や調査対象者の周辺状況におけるストレス要因が身体

的反応まで影響を及ぼしている可能性がある．先行研究30）

において，個々人の対処スキルによるストレス・コーピン

グ（対処の仕方）がなされずにストレス反応が長期間持続

されてきた場合，身体反応が生じることにも至ることが明

らかにされている．現代の社会に生きている人たちが経験

したことのない未曾有の感染症であるが故に，多くの人が

持ちうるコーピングあるいはコーピング・ストラテジーで

は対処しきれず，ストレス反応に至ってしまった可能性も

考えられる． 

また，本研究の結果から「授業」に関して調査当時の「半

年前」にストレッサーとして強く認知されていた項目は，

「課題や試験が大変な授業を受けるようになった」，「自分

の勉強，試験，卒業などがうまく進まない」，「興味の持て

ない授業を受けるようになった」，「現在専攻している学問

（分野）に対する興味が失せた」であった．これらは従前

の受動的な講義形式や対話的なアクティブラーニングに

よる授業形式であったものが，遠隔授業形式に移行せざる

を得なかった状況を如実に示している可能性がある．つま

り，ITインフラが十分に整っていない状況で遠隔による授

業形式を強いられる高等教育機関，遠隔授業に順応できて

いない教員による運営形式やカリキュラム構成，であった

ことである．面接授業でのカリキュラムをそのまま遠隔授

業に転用した結果，「課題や試験が大変な授業」を受ける

ことになり，さらには不慣れな遠隔授業であるために「自

分の勉強がうまく進まず」，従前の面接授業であれば魅力

的な授業であったカリキュラム内容が「興味の持てない授

業」として受け止められてしまい，「専攻している学問へ

の興味が失せる」結果となってしまった可能性も考えられ

る．放送大学では，授業時間の半分に相当する45分に短縮

された動画視聴や音声受講，補助教材（指定教科書）の利

用，そして各学期の中期に通信指導（選択解答による在宅

受験の中間テスト形式）を取り入れて，学生の学問への興

味を減退させない工夫をしている．このような遠隔授業で

の授業改善の工夫が必要であろう．今後も，遠隔授業が中

心となる開講形態ではその効果は十分なものとはいえな

い可能性があるが，高等教育機関において面接授業のカリ

キュラムによる学習の補完として遠隔授業の効果が認め

られる報告23）もあり，面接授業が徐々に再開17）された暁

には，遠隔授業が学修効果を高めるための一助になること

を期待したい． 

次に，「交流」に関して強く認知されていた項目は，「一

人で過ごす時間が増えた」，「いっしょに楽しめる友人が減

った」，「家族の誰かと議論，不和，対立があった」であっ

た．これらの結果のうち，前二項目は，不要不急の外出自

粛の要請，在宅受講，人との接触を極力避ける行動の推奨，

といった従前とは異なる新たな生活様式を強いられるこ

とになったことが大きな要因と考えられる．特に，高等教

育機関に就学する学生においては，調査当時の「半年前」

には，ITインフラが十分に整備されていないこともあり，

多くの大学ではオンディマンド形式の遠隔授業を取り入

れざるを得ない状況にあったことが関係している可能性

がある．つまり，オンディマンドによる授業形式では，他

の就学者などの他者は介在せず，個々人の閉鎖的時空間で

の一方向的な教授となるため，「一人で過ごす時間が増え

る」ことになる，そして，教育機関における他の受講生と

の関係構築が乏しくなってしまい「いっしょに楽しめる友

人が減った」ことに繋がっていたと考えられる．遠隔授業

では，通学時間の有効活用，IT技能の修得も想定できる一

方で，面接授業などと異なり，他の受講生との協同的な学

び2）を得ることが困難となりうる．教育機関での面接授業

は，受講生同士がコミュニケーションをとり，協同的な学

修を構築する時空間となっていることも，全人教育として

の就学において重要な機会でもある．将来的にも，企業で

求められている能力33）である，コミュニケーション，主

体性の育成ともなるアクティブラーニング9）による能動的

な学びが近年拡充されてきている中で，面接授業で教育の

ファシリテータとしての教員の効果的な役割が遠隔授業

では十二分に発揮できず，就学者間の協同的学びが希薄と

なってしまうことが懸念される．また「家族の誰かと議論，

不和，対立があった」ことは，新たな生活様式，不要不急

の外出自粛など，在宅だけでなく，従前の活動範囲から規

制されてしまった社会的状況との関係が影響して，高等学

校に就学する生徒で抑うつ30%，自傷26%の傾向6），家庭内

での不和26），オンライン授業の影響21)，さらには高等教育

機関で就学する世代のメンタルヘルスへの影響20）などの

要因が想定され，精神的にも疲弊している可能性が考えら

れる．

そして「生活」に関して強く認知されていた項目は，「生

活が不規則になった」，「暇を持て余した」の2項目，「身体」

では「体重が増えた」であった．ストレス反応に関する考

察で前述したように，初等・中等教育に比べて，高等教育

で学ぶ学生の生活習慣は，自分自身で生活習慣を調整でき

る年代であるために生活習慣の悪化傾向があり31），「生活
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が不規則になった」こと，そして外出行動の自粛や通学機

会・時間の減少により，在宅時間が強く意識され，「暇を

持て余した」ことが強く意識されていたのであろう．一方

で，規則的な生活を送る学生は良好な修学状況となってい

ること5）を踏まえると，今後，面接授業が徐々に再開され

ていく過程17）によって，十分な修学に改善されていくこ

とが期待される．また「体重が増えた」ことは，従前の2020

年2月上旬よりも2020年4月上旬の緊急事態宣言下での国

民の生活では座位時間の増大，中・高強度の運動時間の減

少だけでなく，歩数は30%も減少していること1），さらに「生

活が不規則になった」ことと併せて考察すると，今後，食

事療法や運動療法によって生活習慣を改善し，良好なメン

タルヘルスに変化させていくこと3）が必要と考えられる． 

これらの結果から，通学によっても「運動不足」が少し

ずつ改善され，外出自粛という状況から身体活動への取り

組みによるメンタルヘルス改善，面接授業に規則的に出席

することによって生活習慣の改善，さらには学友との交流

によって，メンタルヘルスが改善されることを期待したい． 

（3）本研究の限界と今後の課題 

本研究は，まず小規模で横断的な調査研究であるため，

大学生全般に一般化した結果であると結論づけることは

難しいことが研究の限界として挙げられる．そのため，

様々な学部での授業の開講形態に基づいて，ストレッサー

とストレス反応を検討していくことが必要であると考え

られる．次に，ストレッサーとストレス反応の直接的な因

果関係を実証することが困難であったことが挙げられる．

これらを改善するため，対処の仕方（コーピング）を加え，

今後，大規模調査によって高等教育機関で就学する学生の

メンタルヘルス，ストレッサー，コーピング，ストレス反

応，そして授業体制による生活習慣の関係について，個人

と環境との相互作用を視野に入れたトランスアクショナ

ルモデル11）を踏まえた検討に拡張する必要もあるだろう． 

また，後期の面接授業が開始され，前期の遠隔授業の期間

よりも，情緒的に安定した期間に，前期の状況を回想的に

回答させたことが挙げられる．つまり，緊急事態宣言下で

外出自粛や行動制限があった社会的状況の中で遠隔授業

を受講していた時期には，調査当時よりもストレッサーの

認知の程度やストレス反応が高かった可能性がある．その

ため，ストレッサー，コーピング，ストレス反応に対する

評価については，遠隔授業期間での評価でないことに注意

することも必要であろう． 

６．結論 

本研究におけるストレス反応の結果から，情緒的反応3
因子「抑うつ，不安，怒り」，認知・行動的反応2因子「情

緒的混乱，引きこもり」，身体的反応1因子「身体的疲労感」

の認知的評価が面接授業期間よりも遠隔授業期間で高い

ということ，しかしながら身体的反応1因子「自律神経系

の活動亢進」という重篤なストレス反応が高まっていない

ことが明らかになった．また，ストレッサーの結果から，

従前の面接授業から変更を余儀なくされた遠隔授業によ

る授業体制やカリキュラム，他者交流の機会欠如もしくは

低減，そしてこれらに伴う他者との不和状態の経験，さら

には生活習慣や運動習慣の変化による身心状態の変化に

関して認知していることが明らかになった．これらのスト

レス要因や反応に対しては，反応の生起を阻止するための

ストレスマネジメント30）に関する教育やその能力を養う

機会を各教育機関で提供することも重要である．

本研究では，高等教育機関に就学する学生に対して，遠

隔授業期間と面接授業を徐々に取り入れていく期間にお

けるストレスに関する認識調査であった．今後は，面接授

業が徐々に再開されていく中での，生活習慣の変化，ソー

シャルサポートとの関係にも研究を発展させていくこと

が有用な情報を得るために重要だろう．
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